


摘    要金    額単    価数    量単 位費目　　工種　　種別　　細別

設　計　内　訳　表

設計・解析・調査業務

01:設計・解析・調査

式

         1.000

直接人件費

式

         1.000

第 0001 号 明細表
初年度業務

式

         1.000

第 0002 号 明細表
次年度業務

式

         1.000

直接経費（積上げ分）

式

         1.000

第 0003 号 明細表
直接経費

式

         1.000

第 0004 号 明細表
旅費交通費

直接原価 式

         1.000

伊賀市- 1 -31-39-0011-3-H01-00



摘    要金    額単    価数    量単 位費目　　工種　　種別　　細別

設　計　内　訳　表

式

         1.000

その他原価

業務原価 式

         1.000

式

         1.000

一般管理費等

設計・解析・調査業務価格 式

         1.000

消費税及び地方消費税相当額 式

         1.000

業務委託料 式

         1.000

伊賀市- 2 -31-39-0011-3-H01-00



[設計・解析・調査]

第 号 明細表0001 初年度業務

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

資料収集・計画準備等 第0001号単価表

式

         1.000

上位・関連計画における都市づくりに関連す
る事項の整理と都市づくりの課題抽出

第0002号単価表

式

         1.000

現行マスタープランの評価及び課題抽出 第0003号単価表

式

         1.000

伊賀市土地利用条例及び伊賀市立地適正化計
画の運用状況の評価分析及び課題抽出

第0004号単価表

式

         1.000

都市の現況分析・評価、将来値の推計 第0005号単価表

式

         1.000

市民アンケート調査の実施（2500人） 第0006号単価表

式

         1.000

地域課題の抽出 第0007号単価表

式

         1.000

都市づくりに向けた課題の整理 第0008号単価表

式

         1.000
伊賀市- 3 -31-39-0011-3-H01-00



[設計・解析・調査]

第 号 明細表0001 初年度業務

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

伊賀市の将来像の整理 第0009号単価表

式

         1.000

策定委員会の開催支援（3回） 第0010号単価表

式

         1.000

打合せ・協議（5回） 第0011号単価表

式

         1.000

中間成果（報告書）とりまとめ 第0012号単価表

式

         1.000

合　　計

伊賀市- 4 -31-39-0011-3-H01-00



[設計・解析・調査]

第 号 明細表0002 次年度業務

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

土地利用の方針 第0013号単価表

式

         1.000

都市施設整備等の方針 第0014号単価表

式

         1.000

全体構想中間案検討 第0015号単価表

式

         1.000

全体構想素案検討 第0016号単価表

式

         1.000

パブリックコメントの支援 第0017号単価表

式

         1.000

策定委員会の開催支援（3回） 第0018号単価表

式

         1.000

打合せ・協議（5回） 第0019号単価表

式

         1.000

成果品（報告書）とりまとめ 第0020号単価表

式

         1.000

伊賀市- 5 -31-39-0011-3-H01-00



[設計・解析・調査]

第 号 明細表0002 次年度業務

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

合　　計

第 号 明細表0003 直接経費

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

資料等材料費・印刷費（初年度）
式

         1.000

アンケート調査票印刷2,500部
式

         1.000

中間報告書印刷費
式

         1.000

ファイル綴　3部

資材等材料費・印刷費（次年度）
式

         1.000

合　　計

伊賀市- 6 -31-39-0011-3-H01-00



[設計・解析・調査]

第 号 明細表0004 旅費交通費

単　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要  　　　名　称　　　規　格

             1 式

（上段　：前　回　　下段　：今　回）

旅費交通費等
式

         1.000

合　　計

伊賀市- 7 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0101 資料収集・計画準備等 0001
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 8 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0102 上位・関連計画における都市づくりに関連する事項の整理と都市づくりの課題抽出 0002
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 9 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0103 現行マスタープランの評価及び課題抽出 0003
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 10 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0104 伊賀市土地利用条例及び伊賀市立地適正化計画の運用状況の評価分析及び課題抽出 0004
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 11 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0105 都市の現況分析・評価、将来値の推計 0005
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 12 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0106 市民アンケート調査の実施（2500人） 0006
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 13 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0108 地域課題の抽出 0007
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 14 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0109 都市づくりに向けた課題の整理 0008
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 15 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0110 伊賀市の将来像の整理 0009
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 16 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0111 策定委員会の開催支援（3回） 0010
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 17 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0113 打合せ・協議（5回） 0011
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 18 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0114 中間成果（報告書）とりまとめ 0012
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 19 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0201 土地利用の方針 0013
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 20 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0202 都市施設整備等の方針 0014
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 21 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0203 全体構想中間案検討 0015
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 22 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0204 全体構想素案検討 0016
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 23 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0205 パブリックコメントの支援 0017
         1 式 当り

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0206 策定委員会の開催支援（3回） 0018
         1 式 当り

人

技師（A）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 24 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0208 打合せ・協議（5回） 0019
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（C）

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 25 -31-39-0011-3-H01-00



第 号単価表

単位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　要名　　    称

S0209 成果品（報告書）とりまとめ 0020
         1 式 当り

人

主任技師

人

技師（A）

人

技師（B）

人

技師（C）

人

技術員

         1.000式合　　計

当り         1.000式単位当り

伊賀市- 26 -31-39-0011-3-H01-00



種　　　　　別 単 位

都市マスタープラン策定

初年度業務 式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

次年度業務 式

式

式

式

式

式

式

式

数 量 内 訳 書

種 別 / 細 目 摘　　　　　要

資料収集・計画準備等

数 量

1.0

現行マスタープランの評価及び課題抽出

1.0

1.0

伊賀市都市利用条例及び伊賀市立地適正化計
画の運用状況の評価分析及び課題抽出

上位・関連計画における都市づくりに関連す
る事項の整理と都市づくりの課題抽出

都市の現況分析・評価、将来値の推計

1.0

1.0

市民アンケート調査の実施(2500人)

1.0

1.0

伊賀市の将来像の整理

1.0

地域課題の抽出

策定委員会の開催支援（3回）

1.0

1.0

都市づくりに向けた課題の整理

1.0

土地利用の方針

打合せ・協議（5回） 1.0

中間成果（報告書）とりまとめ

1.0

1.0

全体構想中間案検討 1.0

1.0

パブリックコメントの支援 1.0

都市施設整備等の方針

策定委員会の開催支援（3回）

1.0

1.0

全体構想素案検討

打合せ・協議（5回）

成果品（報告書）とりまとめ 1.0



種　　　　　別 単 位

直接経費 式

式

式

式

式旅費交通費等 1.0

中間報告書印刷費（ファイル綴　3部） 1.0

資料等材料費・印刷費（次年度） 1.0

数 量 内 訳 書

種 別 / 細 目 数 量 摘　　　　　要

資料等材料費・印刷費（初年度）

アンケート調査票印刷（2500部） 1.0

1.0



伊賀市都市マスタープラン策定業務委託 

特記仕様書 

 

第１章  総  則 

（適用範囲） 

第１条  本特記仕様書は、伊賀市（以下「甲」という。）が発注する「伊賀市都市マスタ

ープラン策定業務」（以下「本業務」という。）について必要な事項について定め

るものとする。 
 

（目的） 

第２条  現行都市マスタープランは、平成22年9月に国が提唱するコンパクトシティ・プラ

ス・ネットワークの考え方を先取りし、拠点地域の都市機能の維持・拡充、集積を

図るとともに、これらが多様なネットワークでつながる「多核連携型の都市構成」

をめざし、策定された。 

その後、平成30年4月2日「多核連携型の都市構成」の実現のため「伊賀市の適正

な土地利用に関する条例」を公布し、4つの都市計画区域の統合、上野都市計画区域

の線引き制度にかわり全市に適用し、伊賀市にふさわしい土地利用管理制度として

現在運用を行っている。 

また、平成26年の都市再生特別措置法の改正により、市町村が策定することが可

能となった住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るための計画（以下「立

地適正化計画」という。）は、都市全体の観点から、居住機能や医療・福祉・商業

等の都市機能を誘導するための施策、公共交通の充実に関する施策等について記載

する計画であり、コンパクトなまちづくりと地域交通の再編との連携により、「コ

ンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進めるもので、伊賀市都

市マスタープランの目指すべき目的や内容と類似する計画である。 

このため、将来都市構造「多核連携型の都市構成」の実現に効果があると判断し、

平成30年3月に伊賀市立地適正化計画を策定し、現在運用を行っている。 

以上の背景により新たに策定する都市マスタープランは、この間の新たな条例・

制度の運用状況やその課題等を十分踏まえ、目指すべき都市像「多核連携型の都市

構成」をより具体的に進めるための都市政策の方針として策定を行うものとする。 
 

（準拠とする法令等） 

第３条  本業務実施にあたっては、本特記仕様書によるもののほか、次の法令等に準拠し

施行するものとする。 

（１） 都市計画法 

（２） 建築基準法 

（３） 都市再生特別措置法 

（４） 都市計画運用指針 

（５） 都市計画の実務に関する手引き 



 

（６） 伊賀市の適正な土地利用に関する条例 

（７） 伊賀市諸規則 

（８） 三重県業務委託共通仕様書（平成23年7月 改訂） 

（９） 三重県都市マスタープラン 

（１０） 第２次伊賀市総合計画（平成26年7月） 

（１１） 伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成30年3月改訂） 

（１２） 伊賀市都市マスタープラン（平成22年9月） 

（１３） 伊賀市立地適正化計画（平成30年3月） 

（１４） 伊賀市の都市機能における立地適正化計画策定及び伊賀市都市計画区域

再編支援業務委託報告書 

（１５） その他関係法令 

 

（疑義） 

第４条  本特記仕様書に記載なき事項または疑義を生じた事項については、「甲」と受託

者（以下「乙」という。）の双方協議の上、決定するものとする。 

 

（技術者の配置及び提出書類） 

第５条  管理技術者については、本業務に精通した技術士（「都市計画－地方計画」部門）

又はＲＣＣＭの有資格者で、かつ充分な経歴を有する者を配置しなければならない。 

また、本業務は地理空間情報を取り扱うため、空間情報総括監理技術者の有資格者

を主任技術者として配置することとする。※照査技術者以外は兼任可とする。 

「乙」は、次に掲げる書類を作成し、「甲」に承認を得なければならない。 

（１） 工程表 

（２） 管理技術者、照査技術者（経歴書付記）、主任技術者届（経歴書付記） 

（３） 業務計画書 

（４） その他必要な書類 

 

（貸与資料） 

第６条  本業務を実施するにあたり、「甲」は本業務に必要な資料を貸与するものとする。

なお、貸与された資料については、取り扱い及び保管を慎重に行うものとする。 

 

（進捗状況報告） 

第７条  「乙」は、作業進捗状況を随時報告しなければならない。なお。「甲」より進捗

状況の報告を請求された場合は、速やかに報告しなければならない。 

 

（成果品の瑕疵） 

第８条  成果物の成果品については、「甲」の検査合格をもって納品されたものとする。 



また、納品後に成果品の瑕疵が発見された場合は、「乙」の責任により必要な修正

を行うものとする。 

 

（成果品の帰属） 

第９条  本業務における成果品は全て「甲」に帰属するものとし、「乙」は許可なくこれ

を使用、流用してはならない。 

 

（守秘義務） 

第１０条  「乙」は業務上知り得た内容について、第三者へ漏洩してはならない。また、作

業途中に作成した資料を「甲」の許可なく本業務以外に使用することを禁ずるもの

とする。 

 

（情報セキュリティポリシーの遵守） 

第１１条  「乙」は、本業務遂行にあたり、「甲」の情報資産の安全性を確保するために適

切な情報セキュリティ管理システムを構築するものとし、その維持管理体制を確立

させなければならない。 

 

（納入場所） 

第１２条  本成果品の納入場所は、伊賀市建設部都市計画課とする。 

 

（納期） 

第１３条  本業務に係る成果品の納期は、令和３年３月３１日とする 

 

 

第２章  令和元年度業務内容 

 

（計画準備・資料収集） 

第１４条  業務の円滑な遂行のため、業務内容・工程・体制などを明記した業務実施計画書

の作成を行うほか、必要な資料について整理し、収集等の依頼を行う。 

 

（上位・関連計画における都市づくりに関連する事項の整理と都市づくりの課題抽出） 

第１５条  第２次伊賀市総合計画第２次再生計画、伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略、

伊賀市立地適正化計画などの上位・関連計画及び「伊賀市の都市機能における立地

適正化計画策定及び伊賀市都市計画区域再編支援業務委託」において抽出整理され

た課題等により、将来の都市構造や居住機能・都市機能の配置、公共交通網等に関

する方針・施策など都市づくりに関連する事項について整理する。また、各計画に

示された都市づくりの課題についても抽出する。 

 

（現行マスタープランの成果の評価及び課題抽出） 

第１６条  土地利用管理の方針や都市整備方針について、取り組まれた達成状況の成果を



評価し、整理する。その際、関係部局への調査（調査票の配布）を行い、達成でき

ない理由、必要な対策、都市マスタープラン改正において配慮すべき点（この間に

策定された関係部局の計画等や今後の取組を踏まえての事項）について調査する。 

 

（伊賀市の適正な土地利用に関する条例及び立地適正化計画の運用状況の評価分析及び課

題抽出） 

第１７条  平成30年4月より運用開始した伊賀市の適正な土地利用に関する条例及び伊賀

市立地適正化計画について、運用状況の評価分析を行い、課題を抽出する。 

 

（都市の現況分析・評価、将来値の推計） 

第１８条  伊賀市の人口、産業、土地利用等の経年変化を分析し、このままの状態で都市及

び地域が推移した場合に予測される将来の状況を財政や空き家等の土地利用の状況

等より具体的に提示する。 

なお、この分析は本格的な人口減少、少子高齢化社会における都市マスタープラ

ンの前提となる分析であるため、財政計画、公共施設管理計画、住宅政策等の既存

計画との整合や関係部局との十分な調整を行い、将来値の推計を行う。 

分析にあたっては、データの空間分析の実施や住民等への情報提供も念頭にGISを

活用し、視覚的に分かりやすい資料作成、各種データの管理を行う。 

分析した情報は、シェープファイルとして取りまとめること。これらのGISデータ

は「伊賀市道路及び都市計画台帳管理システム」にて運用する場合があるため、シ

ステムに搭載できるデータとなるよう調整を行うこと。 

 

（市民アンケート調査の実施） 

第１９条  市民意向の把握のため、18歳以上の選挙人名簿から原則、無作為で2,500人を抽

出し、郵送配布、郵送回収方式によるアンケート調査を実施する。「乙」は、アン

ケート調査票案の作成、調査票の印刷、集計・分析を行うこと。 

なお、地域(自治協単位)別の集計、分析を行うため、地域に偏りがないように調

査票の配布を行う。 

 

（地域課題の抽出） 

第２０条  地域懇談会及び「伊賀市の都市機能における立地適正化計画策定及び伊賀市都

市計画区域再編支援業務委託」の地域懇談会開催時の資料等により抽出した課題を

地域別に整理、とりまとめを行う。 

 

（都市づくりに向けた課題の整理） 

第２１条  前条までの内容を踏まえ、都市マスタープランの都市づくりに向けての課題を

整理する。 

 

（伊賀市の将来像の整理） 

第２２条  現行マスタープランの「伊賀市の将来像」について、今回明らかとなった都市づ



くりに向けた課題との関係を整理し、目指すべき都市像「多核連携型の都市構成」

をより具体的に進めるための目標や土地利用の将来目標、将来都市構造について、

必要な見直しを行う。 

 

（策定委員会の開催支援）（３回想定） 

第２３条  市民、地域及び各種団体代表や、学識経験者らで構成する「策定委員会」を開催

する。策定委員会の開催は「甲」が主体となり取り組み、「乙」は策定委員会に出

席し開催支援を行う。開催は最大３回を想定しているが回数が減った場合は業務委

託料の変更対象とする。 

 

（打合せ協議） 

第２４条  打合せについては、業務着手時、中間報告書納品時と中間時３回の５回を基本と

する。なお、「甲」「乙」双方の協議により必要に応じて打合せ協議を追加する。 

 

（中間報告書作成） 

第２５条  令和元年度における業務内容について、課題や検討結果、地域懇談会の内容を中

間報告書としてとりまとめる。 

 

 

第３章  令和２年度業務内容 

 

（土地利用の方針） 

第２６条  「伊賀市の適正な土地利用に関する条例」、伊賀市立地適正化計画の運用状況及

び令和元年度業務にて整理した伊賀市の将来像を踏まえ、土地利用の方針及び土地

利用区分の方針の見直しを行う。 

なお、この見直しにともない「伊賀市の適正な土地利用に関する条例」の「伊賀

市土地利用計画書」や伊賀市立地適正化計画等計画内容に必要な見直しが生じた場

合は、都市マスタープランの公表と同時に各計画の改定を実施するため、そのため

に必要な検討を行う。 

また、この見直しに伴い土地利用計画図の修正が必要となる場合には、データ修

正を行い「伊賀市道路及び都市計画台帳管理システム」、「窓口支援システム」及

び「都市計画情報公開システム」の各システムに搭載されているデータの差し換え

を行うこと。 

 

（都市施設整備等の方針） 

第２７条  都市施設整備の方針、自然環境の保全および都市環境形成の方針・景観形成の方

針、観光振興の方針、地域活性化の方針、都市防災の方針については、この10年間

の成果・課題および新たな将来像や土地利用の方針を踏まえて見直しを行う。 

なお、景観形成の方針は、伊賀市歴史的風致維持向上計画を踏まえ、景観・歴史

まちづくりの方針に変更し、歴史まちづくりの内容も含んで方針を策定する。 

また、地域活性化の方針については、地域まちづくり計画や「伊賀市の適正な土

地利用に関する条例」の地域土地利用計画を踏まえた内容とし、地域まちづくりの



指針となるよう配慮する。 

 

（全体構想素案検討） 

第２８条  伊賀市の将来像、土地利用の方針及び都市施設整備等の方針を踏まえ、全体構想

素案を作成する。 

 

（パブリックコメントの支援） 

第２９条  全体構想素案について、市民を対象にパブリックコメントを実施する。その際に

市民に理解しやすい概要版の作成等縦覧資料作成支援及び意見に対する対応協力を

行う。 

 

（策定委員会の開催支援）（３回想定） 

第３０条  市民、地域及び各種団体代表や、学識経験者らで構成する「策定委員会」を開催

する。策定委員会の開催は「甲」が主体となり取り組み、「乙」は策定委員会に出

席し開催支援を行う。開催は最大３回を想定しているが回数が減った場合は業務委

託料の変更対象とする。 

 

（打合せ協議） 

第３１条  打合せについては、令和２年度業務着手時、完了時と中間時３回の５回を基本と

する。なお、「甲」「乙」双方の協議により必要に応じて打合せ協議を追加する。 

 

（成果品とりまとめ） 

第３２条  成果品として、都市マスタープランをとりまとめる。また、「伊賀市の適正な土

地利用に関する条例」及び伊賀市立地適正化計画内容に必要な見直しが生じた場合

は、見直しデータを成果品として納品する。なお、改定のための各種書類作成等は

本業務には含まないものとする。 

 

 

第３章  成 果 品 
 

（成果品） 

第３３条  本業務の成果品は、以下のとおりとする。 

（１） アンケート調査票      2,500部 

（２） 中間業務報告書（ファイル製本）    ３部 

（３） 都市マスタープラン報告書（ファイル製本）   ３部 

（４） 各種電子データ      １式 


